
図書データの入力・出力 

重要な注意事項 
すでに図書データがある場合、外部から図書データを取り込む（インポート）と、内部の図書デー

タに重要な損傷を与える危険がありますので、原則としてデータのインポートは行わないでくださ

い。 
ただし、他の図書館ソフトや”エクセル”などにある書誌データをこの図書館ソフトに取り込む場

合は役立ちます。 
データ項目は、ソフトのバージョンアップに伴い項目が変わることがありますので、あらかじめこ

の図書館ソフトのデータを外部に出力（エクスポート）して、それをエクセルなどに読み込んで、

データの項目を調整してください。 
 

CSV ファイルでの入出力について 
CSV ファイルは、項目間が半角のカンマで区切られたテキストデータです。 
データの中に半角のカンマが含まれていると、項目の区切りと認識されますので、インポートした

データは項目のズレか生じます。 
下記は、この図書館ソフトから CSV 出力をして、”エクセル”に出力した例です。 
先頭は必ず項目の名称にしてください。 
【注意点】 
• データの中に半角のカンマある場合は、半角のスペースなどに変換してください。 
• 登録日の年月日は、日付項目ですので、必ず西暦年月日にしてください。 
• 出版年は文字型のデータですので、”昭和 20 年”のような文字でも構いません。 

 
 
  



TAB 区切りのテキストデータ 
項目間が TAB で区切られたデータです。この場合は、カンマは項目間の区切り記号ではないので、

データに半角カンマがあっても問題ありません。 
下記の例はメモ帳（テキストエディタ）に出力したものです。 

 
 
 

MARC データの読込 
MARC データの読込ボタンを押すと、次のような画面になります。日書連と大阪屋の MARC に対

応して、別ソフトであらかじめ引き当てたデータまたは販売会社より提供されたデータを一括して

インポート出来ます。 
ただし、現在は別ソフトを使用することなく、図書の登録画面で書誌データの引当が出来ますので、

この機能は通常は使用することはありません。 

 
 
 

  



図書データの併合 
この図書館ソフトに入力したデータを一か所に集める機能です。オフラインの状態で、図書データ

を手で入力していた時代にはたいへん有効な機能でありましたが、現在は図書の入力画面で書誌デ

ータの引当が出来ますので、この機能は使用する必要ないと思います。ただし、大量の図書データ

を分担して短期間に入力したい場合などはこの機能は役立ちます。 
このボタンを押すと、次のような画面がでますので、”Book.DAT”のファイルを指定して開くと、

分担して入力したデータを一か所に集めることが出来ます。 

 
【重要な注意事項】 
• Book.dat 以外のファイルは指定しないでください。 
• 登録番号が重複していると、データ消えますので、分担してデータ入力を行う場合は、あらか

じめ登録番号を約束して行ってください。ただし、図書に添付した登録番号をバーコードリー

ダーで読み込む場合は、重複の問題はありません。 
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